
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

静静岡岡キキャャンンパパススのの生生物物  

（（シシルルエエッットトククイイズズ）） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・静岡大学は、「グリーンキャンパス構築

指針・行動計画 2010-2015」を策定

し、温温室室効効果果ガガスス総総排排出出量量（（ＣＣＯＯ２２換換算算））

をを削削減減すするる取取組組をを推推進進ししてていいまますす。。  

  

  

・環境報告書２０１４ダイジェスト版は、

環境負荷低減に資するために白・黒・グ

レーで構成しています。 

 

◎表紙について【静岡キャンパスの生物（シルエットクイズ） 】 
 
静岡キャンパスは、起伏に富んだ広大な敷地の中に豊かな自然環境が残り、生物多様性の宝庫となっています。

平成２１年より教職員・学生・ＮＰＯ会員による三者協働の生物調査を行い、約５００種の動物、６５０種の植物
が記録されました。表紙の生物たちもそのようなキャンパスの一員です。彼らの形態が特徴的なのでシルエットク
イズにしてみました。環境報告書2014の中に答えがあります。※１ 探してみてください。 

「答え」を記入してアンケートを送付頂いた方には、正解者全員に記念品を差し上げます。詳しくは別添 
「静岡大学環境報告書に関するアンケートのご協力のお願い」をご覧ください。 

 
※１：答えは「環境報告書２０１４ ダイジェスト版」ではなく、「環境報告書２０１４」（オリジナル版） 
   をご覧ください。 
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１１．．事事業業活活動動にに係係るる環環境境配配慮慮のの方方針針等等  

１１－－１１  学学長長メメッッセセーージジ    

２２００１１１１年年３３月月１１１１日日１１４４時時４４６６分分１１８８秒秒（（日日本本時時間間））にに発発生生ししたた東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震、、いいわわゆゆるる東東日日本本大大震震災災

は現在でも我が国に深刻な影響を与え続けています。大地震の規模はマグニチュード９.０で、日本周辺における観

測史上最大の地震であり、最大震度は震度７でした。この地震から約１時間後に１４－１５ｍの津波に襲われた東京

電力福島第一原子力発電所は、壊滅的な被害を受け、大量の放射性物質漏洩を伴う重大な原子力事故に発展しました。

この震災被害により東京電力管内及び東北電力管内は、深刻な電力不足に陥り、震災直後の一時期には計画停電が実

施されました。２０１１年５月６日、菅内閣総理大臣は「「全全原原子子炉炉のの運運転転停停止止」」について、海江田経済産業大臣を通

じて要請しました。中部電力は５月１４日に静岡県御前崎市にある浜岡原子力発電所の４号基、５号機の停止を行っ

ています。２０１１年１２月１６日、野田内閣閣総理大臣は、福島第 1原子力発電所の１～３号機の原子炉が「冷温

停止状態」を達成し、事故収束に向けた工程表の「ステップ２」を達成したと原原発発事事故故「「収収束束」」宣宣言言を行いましたが、

原子力発電に対する国の施策における方向性は迷走を続け、日本国内にある原子力発電所５０基は、２０１２年５月

５日に全停止し、この状況は現在も継続しています。結果約４,６１４.８万ｋｗの発電能力が低下することになりま

した。 

また、２００５年に先進国の温室効果ガス削減の法的拘束力を持つものとして約束する「京都議定書」が発効され、

削削減減目目標標のの第第一一約約束束期期間間のの最最終終年年度度ででああるる２２００１１２２年年度度はは終終了了ししままししたた。。日日本本のの温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの削削減減目目標標はは、、

１１９９９９００年年度度にに比比べべてて６６％％削削減減であり、低炭素社会実現に向けた国民的なプロジェクトが継続的に展開されています。   

２０１４年７月３日の環境省発表によると、２００８年度から２０１２年度の京都議定書第一約束期間中の５カ年平

均の総排出量は、１２億７，８００万トンであり、基基準準年年度度比比でで１１．．４４％％のの増増加加となりましたが、これに森林等吸収

源及び京都メカニズムクレジットを加味すると、５カ年平均で基準年比８．４％減となり、我が国は京都議定書の目

標（基準年比６％減）を達成することとなりました。 

環境大臣は２０１３年１１月２０日、ポーランドで開かれている気気候候変変動動枠枠組組みみ条条約約締締約約国国会会議議（（ＣＣＯＯＰＰ１１９９））の

閣僚級会合で義務達成を説明するとともに、２０２０年までの新目標「「００５５年年比比３３・・８８％％減減」」を表明しました。新目

標は９０年比３・１％増となり、各国から批判が出ていますが、「これから数字を上乗せし、優れた環境技術で世界

の削減に貢献する準備がある。」と日本の貢献をアピールして理解を求めていくこととしています。日本における原

子力発電施策の方向性が背景にあり、改めて東日本大震災の影響を実感します。 

 

 ここううししたた状状況況のの中中、、静静岡岡大大学学はは東東日日本本大大震震災災にに対対すするる「「知知にによよるる貢貢献献」」をを果果たたすすたためめにに学学内内外外のの知知をを結結集集しし、、様様々々

なな角角度度かからら被被災災地地のの復復旧旧、、復復興興へへのの貢貢献献ににつついいてて検検討討しし、、現現在在行行っってていいるる研研究究成成果果がが復復旧旧、、復復興興にに活活用用さされれるるよようう情情

報報発発信信をを行行ううととととももにに、、環環境境にに関関すするる諸諸規規制制をを遵遵守守しし、、２２００１１００年年度度（（平平成成２２２２年年度度））にに策策定定ししたた「「ググリリーーンンキキャャンン

パパスス構構築築指指針針・・行行動動計計画画 22001100--22001155」」にに基基づづいいたた環環境境にに対対すするる負負荷荷低低減減等等ああららゆゆるる面面ににおおいいてて、、環環境境保保全全にに努努めめてていい

まますす。。  

 「グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015」は、第二期中期目標・中期計画（平成２２年度～平成２７

年度）期間中における静岡大学の環境配慮の取り組み目標の設定や詳細な行動計画、省エネルギー計画などを策定し

ています。 

特に「京都議定書」で定められた日本の温室効果ガス排出量の削減目標である１９９０年度比６％削減を達成する

には、エネルギー消費原単位（単位面積当たりのエネルギー消費量等）での削減ではなく、温温室室効効果果ガガスス総総排排出出量量

（（ＣＣＯＯ２２換換算算））をを削削減減ししななけけれればばななららなないいと考えており、静岡大学の環境配慮の取り組みの最重要目標として、温室

効果ガス総排出量（ＣＯ２換算）の削減を（ｐ.２０参照）掲げ、環境負荷低減に向けたＰＤＣＡサイクルの取り組

みや温室効果ガス排出量の削減、省エネルギー活動、自然エネルギー導入などを積極的に推進しています。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%9B%BB%E5%8A%9B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%9B%BB%E5%8A%9B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BE%E5%B0%84%E6%80%A7%E7%89%A9%E8%B3%AA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%BB%E5%8A%9B
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ままたた、、電電力力使使用用量量削削減減実実績績のの状状況況及及びび評評価価とと２２００１１１１年年３３月月１１１１日日のの東東日日本本大大震震災災及及びび浜浜岡岡原原発発運運転転停停止止をを受受けけ、、

２２００１１３３年年度度（（平平成成２２５５年年度度））ににおおけけるる電電気気使使用用量量ににつついいててもも引引きき続続きき、、２２００１１１１年年度度同同月月比比ママイイナナスス１１００％％のの節節電電

目目標標をを各各部部局局毎毎にに設設定定しし、、電電力力使使用用量量削削減減にに向向けけたた取取りり組組みみをを実実施施ししてていいまますす。。  

 

こうした省エネルギーに対する取組を進める一方、静岡大学は高等教育機関として環境配慮に対し、地域社会との

連携をとりながら、教育面、研究面において積極的な取組みを行う等、環境保全活動における先導的役割を果たして

おります。例えば、「亜臨界
ありんかい

水
すい

による“東日本大震災のがれき”や“農業廃棄物”からの高カロリー粉末燃料製造

技術」や「ペーパースラッジからのバイオエタノール生成」などの環境に配慮した数多くの新技術・研究開発や生物

多様性に関する調査・研究を展開しています。 

さらに、地域コミュニケーション「サイエンスカフェ in 静岡」「サイエンスカフェ in はままつ」、「静岡大学

アメニティ佐鳴湖プロジェクト」、学生ボランティア「棚田研究会」「環境サークル リアカー」、教職員ボランテ

ィア「環境を考える会」、体育会系及び文化系サークル（部活動）員による防犯パトロールなどの活動は、地域社会

で高く評価されるとともに定着してきました。 

また、環境教育における活動は、本学がこの分野で果たしてきている重要な活動でもあります。こうした活動を進

めることによって、環境問題を通した人材育成に努めていきたいと考えています。 

静岡キャンパスは、起伏に富んだ広大な敷地の中に豊富な自然環境が残り、生物多様性の宝庫となっています。こ

うした豊かな自然環境も、大学の保有する重要な資源として捉え、２００９年（平成２１年）６月から３年計画で生

物調査を進め、２０１１年（平成２３）年６月で終了しました。これは、本学の教職員と学生、ＮＰＯの会員による

３者協働の調査です。この調査により、約５００種の動物と６５０種の植物が記録され、標本の多くは分布の証拠と

してキャンパスミュージアムに保管されています。この成果の一部を２０１１年（平成２３年）１１ 月１４日（月）

から１１ 月２５日（金）の企画展「キャンパス生物展」で公開しました。大学の南東側に隣接する静岡県立南高等学

校は、平成２５年度から統合・廃校となり、跡地は県立自然史博物館「ふじのくに地球環境史ミュージアム」として

開設の予定です。本調査に全面的に協力頂いたＮＰＯ静岡県自然史博物館ネットワークは、その中核を担う組織であ

り、地域連携協同の良き手本としてこの協力体制を一層発展させ、ＮＰＯと共に新しい博物館の組織との共同歩調の

第一歩になればと考えます。この貴重な大学の自然環境資源を今後最大限に利用し、日常的な環境学習の場として活

用し、また学内環境保全施策に供し、地域に広く開放していく足がかりにしたいと思っています。 

 

 ２００８年（平成２０）年３月から、新たに「自由啓発・未来創成」を本学のビジョンに定め、気高い使命感と探

究心に溢れた豊かな人間性をはぐくみ、人類の平和・幸福と地球の未来のため、地域社会とともに発展していくとの

力強い思いを表明しております。今後は、この理念に沿って、本学の環境マネジメントシステムの確立により一層努

めるとともに、継続的な改善を行い、環境に配慮した、存在感のある大学を目指して、様々な活動を実施してまいり

ます。 

 

        静静  岡岡  大大  学学  長長  
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１１－－２２  ２２００１１３３年年度度ののトトピピッッククスス    

１１－－２２－－１１  平平成成２２５５年年度度  静静岡岡県県地地球球温温暖暖化化防防止止活活動動知知事事褒褒賞賞をを受受賞賞  

平成２２年度より「グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015」を策定し、計画的に温室効果ガスの排出

削減に取り組んでいること、学生と教職員の協働による緑のカーテンづくりや、生協でのレジ袋有料化による環境意

識の普及・啓蒙活動をはじめ、計３２２の環境に関する講義を実施していること等を「静岡大学における環境負荷低

減の取り組み紹介～静岡大学環境報告書２０１３より」として取りまとめ静岡県へ報告したところ、静岡大学は「「平平

成成２２５５年年度度  静静岡岡県県地地球球温温暖暖化化防防止止活活動動知知事事褒褒賞賞」」を受賞しました。「大学全体で環境保全に取り組んでいるおり、

専門的知識の取得等、人材育成の効果が大きい点」が評価されました。 

静岡大学における環境負荷低減に繋がる活動が今後も継続的に行われていくために、大学構成員の方のご協力をお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１－－２２－－２２  環環境境研研究究をを推推進進すするる「「ググリリーーンン科科学学技技術術研研究究所所」」のの設設立立  

静岡大学の環境研究は、 

「「ググリリーーンンババイイオオママススにによよるる低低炭炭素素循循環環社社会会創創成成」」  

「「高高齢齢化化・・高高福福祉祉安安全全・・安安心心社社会会創創成成」」  

「「高高度度科科学学技技術術とと人人間間共共存存社社会会のの創創成成」」 

という３つの目標に向かって、 

①バイオマスの生産・増殖機構 

②バイオマス有用物質の利用の研究 

③バイオマスのエネルギー利用の研究 

④生態系の環境適応メカニズムと修復機能の研究 

⑤新たなグリーンエネルギーの開発 

を重点に研究を進めています。 

その中心的な役割を担う、「「ググリリーーンン科科学学技技術術研研究究所所」」

が 2013年４月に発足しました。 

 

静岡大学グリーン科学技術研究所とは、地球資源やエネルギーの再生・利用、自然共生による循環型・低炭素社会 

実現のために、新たな環境・エネルギー・バイオ・化学分野の科学技術を創造する、基礎から応用までの出口を見据

えたググリリーーンン・・イイノノベベーーシショョンンをを推推進進するために設立された研究所です。ググリリーーンンエエネネルルギギーー研研究究部部門門、、ググリリーーンンババ

イイオオ研研究究部部門門、、ググリリーーンンケケミミスストトリリーー研研究究部部門門の３研究部門と、各研究部門を技術面から支える研究支援室とで構成

されています。各部門の構成員である本学の卓越研究者や若手重点研究者は、世界をリードする基礎的・独創的研究

に取り組んでおり、国内外の関連企業や研究機関との共同研究や地元自治体と積極的に連携することにより、社会に

対する責任を果たしていきます。 

  

受賞式の様子 

学長へ報告 

グリーン科学技術研究所組織図 

研究が行われている建物群 
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１１－－２２－－３３    「「フフーードドババンンククふふじじののくくにに」」設設立立  

日本では、食品自給率が４割（カロリーベース）を切っ

ているにも関わらず、印字ミスや外箱の破損などにより、

賞味期限が残っているのに流通させることができずに処分

せざる得ない食料が年間 500 万～800 万トンと言われてお

り、コメの国内生産量に匹敵するとのことです。その一方

で、明日の食事にも事欠く人が増えています。 

この矛盾した２つの問題を結びつけ、処処分分せせざざるる得得なないい

食食糧糧をを預預かかりり、、本本当当にに食食糧糧をを必必要要ととししてていいるる人人やや場場所所にに届届

けけるる、、フフーードドババンンクク事事業業をを開開始始ししままししたた。。企業にとっては

処分コストの削減と同時に、地域の社会貢献につながり、

また、環環境境負負荷荷のの軽軽減減とといいっったた効効果果もも期期待待ででききまますす。。その

一方で、困窮者が食糧の支援を受ける事により、節約する

ことができた食費を就職活動等、別のことに使えることが

できるようになり、生活の自立を促します。備蓄した食料

は大規模災害の際にも利用できます。 

2013 年度より計８回の実施検討委員会・設立準備委員会

を開き、平成 26 年 5 月 19 日に設立総会、設立記念フォー

ラムを開催の運びとなり、事業を開始しました。理事長に

人人文文社社会会科科学学部部の日日詰詰一一幸幸教教授授が就任し、静岡大学でも活

動のバックアップを行っていきます。 

  

１１－－３３  環環境境方方針針    

１１－－３３－－１１  基基本本理理念念  

１）人と自然と地球が共生する持続可能な社会の構築を目指し、次世代により良い環境を引き継ぐため、大学が果

たすべき役割の重要性・社会的責任を認識し、本学における教育・研究・地域連携等のあらゆる面において、

環境負荷の低減に資する環境保全活動を推進する。 

 ２）学生・生徒・児童等に対する環境教育を通じて環境配慮活動を実践し、環境に配慮する人材を育成するととも

に、かけがえのない地球環境・キャンパス環境・生物多様性を守る環境保全等の調査・研究に積極的に取り組

み、全ての生命が安心して暮らせる未来づくりに貢献する。 

１１－－３３－－２２  基基本本方方針針  

１）本学におけるすべての教育・研究・地域連携活動から発生する環境に対する負荷の低減等環境保全に努める。 

２）環境教育の充実、実践を通じ環境に配慮する人材を育成するとともに、地域社会との連携参加、環境保全活動、

環境負荷低減活動を積極的に推進する。 

３）地球環境・キャンパス環境・生物多様性を守る環境保全等の調査・研究を積極的に展開する。 

４）環境に関する規制を遵守するとともに、この環境方針を達成するための環境配慮目標及び行動計画を策定し、

教職員・学生・生徒・児童及び静岡大学生協職員と協力して、これらの達成を図る。 

５）環境マネジメントの効率的推進を図るとともに、ＰＤＣＡサイクル等に基づく実施状況・達成状況を点検評価

し、継続的な改善を図る。 

平成２２年４月１日 

 

設立記念 

フォーラム 
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２２．．主主要要なな事事業業内内容容、、対対象象ととすするる事事業業年年度度等等  

２２－－１１  基基本本的的要要件件  

２２－－１１－－１１  報報告告対対象象組組織織  
 静岡大学の全組織（学部、大学院、研究所、学内共同教育研究施設、学内共同利用施設及び事務局など） 

※職員宿舎は、事業活動とは無関係であることから、エネルギー使用量は除外している。 

２２－－１１－－２２  報報告告対対象象期期間間  
期    間：平成２５年度（2013年 4月～2014年 3月） 

発  行  日：平成２６年９月 

次回発行予定：平成２７年９月 

前年度発行日：平成２５年９月 

２２－－１１－－３３  報報告告対対象象分分野野  
環境的側面、社会的側面 

２２－－１１－－４４  準準拠拠ししたた基基準準等等  
「環境報告ガイドライン（２００７年版）」 環境省 

「環境報告書の記載事項等の手引き」 環境省 

「環境報告書の記載事項等の手引き（第２版）」環境省 

２２－－１１－－５５  作作成成部部署署及及びび連連絡絡先先  
静岡大学施設・環境マネジメント委員会 

静岡大学環境報告書作成作業部会 

e-mail：shisetsu@adb.shizuoka.ac.jp 

２２－－１１－－６６  ウウェェブブササイイトトＵＵＲＲＬＬ  
http://www.shizuoka.ac.jp/outline/info/index.html 

２２－－２２  概概  要要  
 
１）大 学 名  国立大学法人 静岡大学 

２）所 在 地  〒４２２－８５２９ 静岡県静岡市駿河区大谷８３６ 

３）創  基  １８７５年（明治８年） 

４）発  足  １９４９年（昭和２４年） 

５）学  長  伊東 幸宏 

６）キャンパス     代表住所                   面積   （2013年 5月 1日現在） 
静岡地区 静岡県静岡市駿河区大谷８３６  536,098㎡ 
浜松地区 静岡県浜松市中区城北３丁目５番１号  216,456㎡ 
藤枝地区 静岡県藤枝市仮宿６３  139,577㎡ 
島田地区 静岡県島田市中河町１６９  23,214㎡ 
中川根地区 静岡県榛原郡川根本町元藤川２９８の７  2,592,890㎡（地上権・借入含） 
天竜地区 静岡県浜松市天竜区西藤平１６２３の１  608,776㎡（借入含） 
清水地区 静岡県静岡市清水区三保地先  135㎡（借入含） 
富士宮地区 静岡県富士宮市麓字大丸山１７３の２  3,305㎡（借入含） 
天城湯ヶ島地区 静岡県伊豆市湯ヶ島字鉢窪２８５７の３４  2,159㎡（借入含） 
    
建物延べ床面積    278,087㎡（職員宿舎除く） 

７） 構成員                                  （2013年 5月 1日現在） 

 

 

 

 

 

 

役員・教職員等（人） 
 
役員         ７人 
教員       ８３５人 
事務職員等    ３２２人 
 
合計     １，１６４人 

学部生・大学院生など（人） 
 
学部生        ８，８１６人 
修士課程       １，２５７人 
博士後期課程       ２１４人 
専門職学位課程       ６９人 
研究生、特別聴講学生等  １２２人 
外国人留学生       ２９７人 
 
合計        １０，７７５人 

附属学校園（人） 
 
静岡小学校     ６３３人 
浜松小学校     ４５６人 
静岡中学校     ４７４人 
浜松中学校     ３５７人 
島田中学校     ３６１人 
特別支援学校     ６０人 
幼稚園       １２９人 
 
合計      ２，４７０人 

総総合合計計  １１４４，，４４００９９人人  

http://www.shizuoka.ac.jp/outline/info/index.html
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３３．．事事業業活活動動にに係係るる環環境境配配慮慮のの計計画画  

３３－－１１  ググリリーーンンキキャャンンパパスス構構築築指指針針・・行行動動計計画画    

３３－－１１－－１１「「ググリリーーンンキキャャンンパパスス構構築築指指針針・・行行動動計計画画 22001100--22001155」」策策定定のの主主旨旨  

２０１０年１月、施設・環境マネジメン卜委員会の下に「環境報告書作業部会」を立ち上げ、第一期中期目標・中

期計画の最終年度である２００９年度（平成２１年度）における環境に配慮した事業活動に関する情報を公開するた

めの「環境報告書２０１０」を作成し、ＰＤＣＡサイクルを基本とした各環境配慮の取り組み目標に関する評価・分

析を行いました。また、第二期中期目標・中期計画では「グリーンキャンパスを目指し、省エネルギー、代替エネル

ギー等、環境に配慮した施設設備を整備する」ことを掲げています。 

第二期中期目標・中期計画期間中の環境配慮の取り組みを効率的・効果的に実施するには、目目標標やや行行動動計計画画ななどどをを

明明確確にに示示すすここととがが大大切切であり、この「グリーンキャンパス構築指針・行動計画」に基づき、ステークホルダーが限ら

れた財源を最大限に活用しつつ、地球温暖化防止対策・環境負荷低減対策などを継続的、持続的に推進していくこと

が必要です。更に、２０１０年４月（平成２２年４月）のエネルギーの使用の合理化に関する法律（以下「省エネル

ギー法」という。）の改正により、エネルギー削減に関する「中長期計画書」の提出義務が課せられ、毎年度１％の

削減を求められています。 

   

今回のグリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015 では、各環境配慮の取り組み目標について、６年間に達

成可能な中期的目標・年度目標や各年度の行動計画を具体的に掲げるとともに、附属病院を有しない総合大学（７大

学）とのベンチマーキングを実施し、静岡大学における光熱水量等の現状を把握・評価しました。 

 

グリーンキャンパス構築指針・行動計画は、２００４年（平成１６年）に国立大学法人化して以降、６年ごとに策

定することとなった中期目標・中期計画の期間に合わせて策定することにより、中期計画への具体的・実効的な反映

を図ることを可能にし、今後も６年ごとに策定を行うことにします。 

 

このグリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015 を、プランとして終わらせることなく、環境に対する静岡

大学のＰＤＣＡサイクルを稼働させていくために、ステークホルダーの理解を高め、持続的・継続的に地球温暖化防

止対策・環境負荷低減対策を推進することを願っています。 

 

静岡大学グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015は、静岡大学のホームページで公表しています。 

ホームページアドレス http://okpc20.adb.in.shizuoka.ac.jp/nzaimu/n_zaimu6/e-management.html （学内専用） 

 

静静岡岡大大学学施施設設・・環環境境ママネネジジメメンントト委委員員会会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://okpc20.adb.in.shizuoka.ac.jp/nzaimu/n_zaimu6/e-management.html
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３３－－１１－－２２  静静岡岡大大学学環環境境配配慮慮のの取取りり組組みみ目目標標ににつついいてて  

日本の温室効果ガス削減対策推進及び温室効果ガス排出量の推移とエネルギーの使用の合理化に関する法律（省エ

ネルギー法）、２００２年３月の「地球温暖化対策推進大綱」の抜本的な見直し並びに第二期中期目標・中期計画に

基づき、グリーンキャンパスを目指した「「ググリリーーンンキキャャンンパパスス構構築築指指針針・・行行動動計計画画 22001100--22001155」」をを２２００１１００年年度度（（平平

成成２２２２年年度度））にに策策定定しました。 

ここのの構構築築指指針針・・行行動動計計画画のの中中でで、、静静岡岡大大学学のの「「教教育育・・研研究究活活動動ににおおけけるる環環境境配配慮慮計計画画」」をを作作成成しし、、エエネネルルギギーー使使用用

量量やや温温室室効効果果ガガススのの総総排排出出量量ななどどのの削削減減目目標標をを掲掲げげてていいまますす。。  

 

【【  主主なな取取組組目目標標  】】  

◇◇温温室室効効果果ガガススのの総総排排出出量量をを積積極極的的削削減減  

① 「グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015」の環境配慮基本計画に基づき、第二期中期目標・中期計

画（平成２２年度～平成２７年度）期間の最終年度までに、電電気気・・都都市市ガガスス・・水水・・重重油油・・灯灯油油ののエエネネルルギギーー使使用用量量

とと温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（ＣＣＯＯ２２換換算算））の２０１０年度～２０１５年度（平成２２年度～平成２７年度）平均値につ

いて、２２００００２２年年度度（（平平成成１１４４年年度度））実実績績のの１１３３％％削削減減（（年年平平均均１１％％削削減減））目目標標をを達達成成すするる。。 

② 京都議定書第一約束期間の最終年度である２０１２年度（平成２４年度）までに、電電気気・・都都市市ガガスス・・水水・・重重油油・・

灯灯油油ののエエネネルルギギーー使使用用量量とと温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（ＣＣＯＯ２２換換算算））の２００３年度～２０１２年度（平成１５年度～平

成２４年度）平均値について、２２００００２２年年度度（（平平成成１１４４年年度度））実実績績のの１１００％％削削減減（（年年平平均均１１％％削削減減））目目標標もも併併せせてて

達達成成すするる。。  

  →→２２００１１２２年年度度完完了了時時（（温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（ＣＣＯＯ２２換換算算））総総量量  目目標標１１００％％削削減減／／実実績績１１００．．００３３％％削削減減））  

◇◇紙紙使使用用量量のの削削減減  

「グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015」の環境配慮基本計画に基づき、第二期中期目標・中期計画

（平成２２年度～平成２７年度）期間の最終年度までに、紙紙資資源源購購入入量量の２０１０年度～２０１５年度（平成２２

年度～平成２７年度）平均値について、２２００００３３年年度度（（平平成成１１５５年年度度））実実績績のの１１００％％削削減減目目標標をを達達成成すするる。。  

 

◇◇そそのの他他のの取取りり組組みみ  

グリーン購入の継続的な推進、公用車のＣＯ２削減、大学独自の活動推進、生協に係る活動推進などを掲げている。 

 

 

                     ２２００１１００年年１１２２月月  

総総務務・・財財務務・・施施設設担担当当理理事事（（施施設設・・環環境境ﾏﾏﾈﾈｼｼﾞ゙ﾒﾒﾝﾝﾄﾄ委委員員会会  委委員員長長））  

山山  﨑﨑    裕裕  史史    

 

 

 



10 

３３－－２２  エエネネルルギギーー管管理理ママニニュュアアルル    

３３－－２２－－１１「「エエネネルルギギーー管管理理ママニニュュアアルル 22001122--22001155」」策策定定のの主主旨旨  

２０１１年度までのエネルギー管理標準は、下記の問題点を抱えていた。 

１．空調機などの型番を指定しており、新設・更新に対応できていないこと。特に、ルームエアコン増設に対応

できていない状況となっていること。 

２．電気設備の点検内容に実施出来ない項目が含まれていること。  

３．建物単位の管理標準となっており、内容を把握しにくいこと。  

４４．．利利用用者者ででああるる学学生生・・教教職職員員等等がが理理解解ししににくくいい内内容容ととななっってていいるるこことと。。  

 

上記の問題点を改善するために、２０１１年度までのエネルギー管理標準を全面改訂し、「エネルギー管理マニュ

アル 2012-2015」を２０１１年度（平成２３年度）に策定しました。 

主な改訂内容を下記に示す。  

１１．．施施設設課課がが使使用用すするる「「施施設設管管理理編編」」とと学学生生・・教教職職員員等等がが使使用用すするる「「教教職職員員・・学学生生編編」」のの２２種種類類をを策策定定    

２．エネルギー管理総括者、エネルギー管理企画推進者、エネルギー管理員や各部局等の長などのエネルギー管

理体制の責務を明確化  

３．エネルギーの使用の合理化に関する取組方針及び運用方針の策定  

４４．．空空気気調調和和設設備備ななどどのの設設備備単単位位のの管管理理標標準準にに改改訂訂    

 

改訂したエネルギー管理標準では、室温測定周期、湿度測定周期、設備機器の点検や清掃周期を明記するとともに、

保守記録簿策定し、利用者の自己管理を促すようにしています。 

 

エネルギー管理マニュアルは、グリーンキャンパス構築指針・行動計画に合わせて策定することとし、中期計画へ

の具体的・実効的な反映を図ることを可能にし、６年ごとに策定を行うことにします。 

 

静岡大学エネルギー管理マニュアル 2012-2015は、静岡大学のホームページで公表しています。 

ホームページアドレス http://okpc20.adb.in.shizuoka.ac.jp/nzaimu/n_zaimu6/e-management.html （学内専用） 
 

静静岡岡大大学学施施設設・・環環境境ママネネジジメメンントト委委員員会会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://okpc20.adb.in.shizuoka.ac.jp/nzaimu/n_zaimu6/e-management.html


11 

３３－－３３  環環境境負負荷荷低低減減・・省省エエネネルルギギーー推推進進  

３３－－３３－－１１  環環境境負負荷荷低低減減・・省省エエネネルルギギーー推推進進  

 静岡大学では、グリーンキャンパス構築指針・行動計画及びエネルギー管理マニュアルにて、静岡大学における環

境負荷低減・省エネルギー推進の目標などを計画（Ｐｌａｎ）し、環境に関する教育・研究などの事業活動及びエネ

ルギー消費（Ｄｏ）を環境報告書にて評価（Ｃｈｅｃｋ）し、評価に対する改善・対策（Ａｃｔｉｏｎ）を計画して、

次年度へ繋げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境配慮の取り組み

目標、環境配慮計画

及び省エネルギー計

画等の策定  

エネルギーの使用の合理化に係る

取組方針や管理標準等の策定  

エネルギー使用量などの集計、

環境配慮計画の取組状況の確認

及び評価・対策 



12 

４４．．事事業業活活動動にに係係るる環環境境配配慮慮のの取取組組のの状状況況等等  

４４－－１１  省省エエネネルルギギーー計計画画ととエエネネルルギギーー使使用用量量ににつついいてて  

４４－－１１－－１１  エエネネルルギギーー使使用用量量（（ＤＤｏｏ））  

１）総エネルギー使用量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）電 力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（（第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績））                        

静静岡岡大大学学  総総エエネネルルギギーー使使用用量量実実績績  

※換算係数：電力９.９７ＧＪ／千ｋＷｈ 

都市ガス４５ＧＪ／千ｍ３ 

重油３９.１ＧＪ／千Ｌ 

灯油３６.７ＧＪ／千Ｌ 

 

（ＧＪ） 

13％削減目標 

○H22～H25使用量平均値の対 H14 

削減率 ４.０％減 

（（第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績））    

静静岡岡大大学学  電電力力使使用用量量実実績績  

（千ｋＷｈ） 

13％削減目標 

○H22～H25使用量平均値の対 H14 

削減率 １．７％減 
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３）都市ガス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）Ａ重油 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）灯油 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績））      

静静岡岡大大学学  都都市市ガガスス使使用用量量実実績績  

○H22～H25用量平均値の対 H14 

削減率 ６.９％減 
（ｍ3 ） 

13％削減目標 

（（第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績））          

静静岡岡大大学学  ＡＡ重重油油使使用用量量実実績績  

H22～H25使用量平均値の対 H14 

削減率 ８１．１％減 

（Ｌ） 

13％削減目標 

（（第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績））              

静静岡岡大大学学  灯灯油油使使用用量量実実績績  

○H22～H25使用量平均値の対 H14 

削減率 ６.８％減 
（Ｌ） 

13％削減目標 



14 

４４－－１１－－２２  エエネネルルギギーー使使用用量量評評価価（（ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ））  
 静岡キャンパスには、農学部・理学部などの理系施設、教育学部・人文社会科学部などの文系施設や学内共同教育
研究施設などの建物があり、２０１３年度（平成２５年度）のエネルギー使用量は、電気使用量７６５７万ｋＷｈ、
都市ガス使用量３０万㎥、Ａ重油５ｋＬ、灯油１６ｋＬでした。 
浜松キャンパスには、工学部・情報学部・電子工学研究所などの理系施設や学内共同教育研究施設などの建物があ

り、２０１３年度（平成２５年度）のエネルギー使用量は、電気使用量８０６万ｋＷｈ、ガス使用量４１万㎥、灯油
０.４ｋＬでした。この２つのキャンパスが静岡大学の総エネルギー使用量の９９５５％％を占めており、静岡キャンパス
と浜松キャンパスでの省エネルギー対策及び総エネルギー使用量削減を積極的に推進する必要があります。 
 
静静岡岡大大学学のの総総エエネネルルギギーー使使用用量量をを見見るるとと、、２２００１１３３年年度度（（平平成成２２５５年年度度））はは前前年年度度とと比比較較ししてて２２．．３３％％増増加加ししてておお

りり、、第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績はは４４．．００％％減減ととななりりままししたた。。  
総エネルギー使用量の削減率を各使用量別に見てみると、第二期中期目標・中期計画に基づく削減実績は、電力削

減率１.７％減、都市ガス削減率６．９％減、Ａ重油削減率８１.１％減、灯油削減率６．８％減であり、全てのエネ
ルギー種類において削減傾向になっています。 
たただだしし２２００１１３３年年度度（（平平成成２２５５年年度度））時時点点でで「「第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画」」にに基基づづくく削削減減目目標標（（ｐｐ..９９参参照照））はは、、

ＡＡ重重油油以以外外はは達達成成出出来来てていいなないい状状況況でですす。。その主な要因は、２０１０年度（平成２２年度）の猛暑厳冬、２０１３年
度（平成２５年度）の猛暑により空調設備の消費エネルギーが増加したことに起因するものと考えられます。 
 

これまで取り組んできた省エネルギー意識向上の啓蒙、夏季一斉休暇の実施、空調設定温度の徹底等の継続的推進や
ＬＥＤ外灯の導入、太陽光発電設備の導入、高効率型空調機器の導入等を計画的に実施するとともに、２２００１１３３年年度度
（（平平成成２２５５年年度度））ににおおけけるる電電気気使使用用量量ににつついいてて、、２２００１１１１年年度度同同月月比比ママイイナナスス１１００％％のの節節電電目目標標をを各各部部局局毎毎にに設設定定しし、、
電電力力使使用用量量削削減減にに向向けけたた取取りり組組みみ、、エエアアココンン・・フフィィルルタターーのの清清掃掃キキャャンンペペーーンン等等のの各各種種取取りり組組みみをを実実施施ししままししたたがが対対
前前年年度度比比２２..３３％％増増加加（（総総エエネネルルギギーー使使用用量量））していることから、これまで以上の削減努力、削減推進を継続してい
くことが重要です。 

４４－－２２  温温室室効効果果ガガスス排排出出量量ににつついいてて  

４４－－２２－－１１  温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（ＤＤｏｏ））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４－－２２－－２２  温温室室効効果果ガガスス排排出出量量評評価価（（ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ））  

地地球球温温暖暖化化防防止止ににはは温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの総総量量をを削削減減すするるここととがが重重要要ででああるるここととかからら、、静静岡岡大大学学温温室室効効果果ガガスス排排出出

量量のの推推移移をを最最重重要要ポポイインントトととししててチチェェッッククししてていいくく必必要要ががあありりまますす。。温室効果ガスは、二酸化炭素、メタン、一酸化

二窒素および代替フロン３ガス（HFC、PFC、SF6）などを言います。 

静静岡岡大大学学のの温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（総総量量））実実績績をを見見るるとと、、２２００１１３３年年度度（（平平成成２２５５年年度度））はは前前年年度度とと比比較較ししてて１１..

９９％％増増加加ししてていいまますす。。「「第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画」」にに基基づづくく削削減減実実績績はは７７..００％％減減ととななっってていいまますす。。温温室室効効果果ガガスス

排排出出量量のの比比率率でではは電電力力がが最最もも多多くく、、昨昨年年度度のの使使用用電電力力量量のの増増加加にに伴伴いい温温室室効効果果ガガススもも増増加加ししてていいまますす。。引引きき続続きき環環境境

負負荷荷低低減減対対策策やや省省エエネネルルギギーー推推進進、、省省エエネネルルギギーー意意識識向向上上のの啓啓蒙蒙ななどどのの取取りり組組みみをを積積極極的的にに実実施施すするる必必要要ががあありりまますす。。  

（（第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績））              

静静岡岡大大学学  温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（総総量量））実実績績  

（ｔ－ＣＯ２） 

13％削減目標 

○H22～H25使用量平均値の対 H14 

削減率 ７.０％減 
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４４－－３３  紙紙資資源源ににつついいてて  

４４－－３３－－１１  紙紙資資源源購購入入実実績績（（ＤＤｏｏ））        ４４－－３３－－２２  紙紙資資源源購購入入実実績績評評価価（（ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ））  

 

 

 

静静岡岡大大学学全全体体のの紙紙資資源源購購入入量量をを見見るるとと、、２２００１１３３年年

度度（（平平成成２２５５年年度度））はは前前年年度度とと比比較較ししてて９９..２２％％減減少少しし

てておおりり、、第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績

はは５５..４４％％増増ととななっってていいまますす。。  

ここ近年、原則電子メール利用によるペーパーレス

化、保存書類の電子化、会議等資料のスリム化やプロ

ジェクターの活用等を含めた電子化の推進などの取り

組みを推進しているところでありますが、２０１３年

度（平成２５年度）は前年に比較して減少しているも

のの、基準年としている２００３年度（平成１５年度）

に比較してもまだまだ使用量を削減できていない状況

が続いています。  

 

 

４４－－４４  水水使使用用量量ににつついいてて  

４４－－４４－－１１  水水使使用用量量（（ＤＤｏｏ））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４－－４４－－２２  水水使使用用量量評評価価（（ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ））  

静岡キャンパスは、学内の井戸水（井水）を使用し、浜松キャンパスとその他については、市から供給を受ける水

道（市水）を使用しています。 

静静岡岡大大学学全全体体のの使使用用量量をを見見るるとと、、２２００１１３３年年度度（（平平成成２２５５年年度度））はは前前年年度度にに比比較較ししてて約約６６千千ｍｍ３３使使用用量量がが増増加加ししてて

いいまますす。。「「第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画」」にに基基づづくく削削減減実実績績はは３３９９..６６％％減減とと目目標標値値ははククリリアアししてていいるるもものののの、、引引きき続続

きき節節水水のの取取りり組組みみをを継継続続ししててゆゆくく必必要要ががあありりまますす。。  

静岡大学はこれまで、漏水チェック、漏水個所の速やかな修理、建物の大型改修工事や計画的なトイレ改修にあた

り、自動水栓、センサー型自動洗浄型小便器、洗浄水量６L（従来の標準的な大便器の洗浄水量は１３Ｌ）の大便器、

節水コマ、擬音装置などの節水型衛生器具の採用、節水意識向上の啓蒙を積極的に実施しており、中期的に水使用量

が減少しているのは、このような取り組みの成果と言えます。 

（（第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績））      

静静岡岡大大学学  紙紙資資源源購購入入実実績績  

○H22～H25使用量平均値の対 H15 

削減率 ５.４％増 
（ｋｇ） 

10％削減目標 

（（第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実績績））  

静静岡岡大大学学  水水使使用用量量実実績績  

○H22～H25使用量平均値の対 H14 

削減率 ３９.６％減 

（ｍ３） 

13％削減目標 
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４４－－５５  省省エエネネルルギギーー対対策策  

２２００１１２２年年度度（（平平成成２２４４年年度度））のの取取りり組組みみ  

（（１１））省省エエネネルルギギーー型型外外灯灯等等のの導導入入  

屋外に設置されている外灯は点灯時間が長いことから、ＬＥＤ型外灯

の計画的な導入を行い、省エネルギーを図っています。 

２０１２年度までに静岡キャンパス、浜松キャンパスにおける 

外灯は全てＬＥＤ化が完了しています。（一部、比較的新しい外灯部分

を除く） 

２０１３年度は静岡キャンパスのサッカー・ラグビー場、浜松キャン

パスの運動場、静岡小学校、静岡中学校、島田中学校、浜松小学校、浜

松中学校に災災害害時時ににもも活活用用ででききるる太太陽陽光光発発電電ＬＬＥＥＤＤ外外灯灯設設備備２２４４台台を設

置しました。 

 

 

（２）太陽光発電設備の運用 
静岡大学は、太陽光発電設備を１１１１箇箇所所設置しており、２０１３年度の年

間発電量は、約約２２７７２２千千ｋｋＷＷｈｈになります。その大部分が静岡大学の教育・
研究用電力として利用され、９９１１７７ｋｋＷＷｈｈが売電されました。 
 （大谷）共通教育Ａ棟８０ｋＷ  約１１４千ｋＷｈ 
 （ 大 谷 ） 人 文 社 会 科 学 部 Ａ 棟 ２ ０ ｋ Ｗ     －      NEW！ 

（ 大 谷 ） 農 学 総 合 棟 Ⅰ 期 １ ０ ｋ Ｗ     －      NEW！ 
（城北）高柳記念館３０ｋＷ  約 ４０千ｋＷｈ 
（城北）工学部１号館３０ｋＷ  約 ４６千ｋＷｈ 
（大岩）特別支援学校２０ｋＷ  約 ２３千ｋＷｈ 
（駿府町）静岡小学校１０ｋＷ  約 １１千ｋＷｈ 
（駿府町）静岡中学校 ８ｋＷ  約  ９千ｋＷｈ 
（島田）島田中学校 ８ｋＷ  約  ９千ｋＷｈ 
（布橋）浜松小学校１０ｋＷ  約 １１千ｋＷｈ 
（布橋）浜松中学校 ８ｋＷ  約  ９千ｋＷｈ 

        計         約２７２千ｋＷｈ （917kWh） ※（       ）は、売電電力量を示す。 
        ※（大谷）人文社会科学棟Ａ棟、（大谷）農学総合棟Ⅰ期は平成 26年 2月に設置を行いました。 
   

（（３３））高高効効率率型型空空調調機機器器のの導導入入  

高効率インバーターが組み込まれた高ＣＯＰ空調機の採用を基本と
し、省エネルギーを図っています。また、デマンドコントロール装置
（遠隔制御装置）を取り付け、電力ピーク時の空調機出力制御を行っ
ています。 
２０１３年度は、下記の整備が完成しました。 
・（駿府町）静岡小学校特別教室棟（改修延べ面積 2,321㎡） 

  ・（駿府町）静岡小学校多目的教室棟（改修延べ面積 1,269 ㎡） 
・（大谷）人文社会科学部Ａ棟（改修延べ面積 4,410㎡） 
・（大谷）農学総合棟Ⅰ期（新営延べ面積 6,364㎡） 

（（４４））ガガスス式式ヒヒーートトポポンンププ型型空空調調機機器器のの導導入入  

電力使用量を削減するために、大空間、利用時間が定まってい
る室については、ガス式ヒートポンプ型空調機器を採用していま
す。また、老朽化したガス式ヒートポンプ型空調機器は、運転効
率をアップさせる為、連結型空調室外機（Ｗマルチ）への更新を
基本として、整備しています。 
２０１３年度（平成２５年度）は、下記の整備が完成しました。 
・（大谷）人文社会科学部Ｂ棟（改修延べ面積 2,107㎡） 

  

高効率空調室外機とデマンドコントローラー装置 

太陽光発電ＬＥＤ外灯 

太陽光発電設備８０ｋＷ 

（344kWh） 

（397kWh） 

（ 98kWh） 

（ 78kWh） 

ガス式ヒートポンプ型空調設備（Ｗマルチ） 
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（（５５））環環境境負負荷荷モモニニタタシシスステテムムのの運運用用  

静岡大学環境負荷モニタシステム（各部局・建物等の電力・水・ガス使用量の見える化）の利用しやすい環境を構
築し、環境負荷低減・省エネルギーをより一層推進する必要があることから、静岡大学構成員が利用している情報共
有システム（Ｇａｒｏｏｎ）に環境負荷モニタのページを追加し、利用促進を図っています。 
 

（（６６））ＰＰＡＡＮＮＤＤＯＯＲＲＡＡ  ＳＳＹＹＳＳＴＴＥＥＭＭのの運運用用  

静岡大学情報基盤センター長谷川副センター長、工学部松尾助教、情報学
部峰野准教授、施設課が連携し構築した総電力使用量の見える化システムで
ある「ＰＡＮＤＯＲＡ ＳＹＳＴＥＭ」の運用を２０１１年１月からスター
トしました。 
このシステムは、浜松キャンパスと静岡キャンパスの総電力使用量を１分

間隔で計測・表示する機能と契約電力の９０％を超える電力使用量になると
登録されたメールアドレスに警報メールを自動で発信する機能を有していま
す。 
このシステムの運用により、ピーク電力の監視・抑制を図っています。 
 

 

 

（（７７））夏夏季季一一斉斉休休暇暇のの実実施施  

エネルギー削減を図るために２０１３年（平成２５年）８月１２日～１３日（２日間）の夏季一斉休暇を実施しま

した。 

 

（（８８））自自動動消消灯灯装装置置（（人人感感セセンンササーー））・・流流水水音音（（擬擬音音））発発生生装装置置のの導導入入、、節節水水型型トトイイレレ機機器器へへ更更新新  

トイレの照明・換気装置は、人感センサーによる点灯で消し忘れを防
止し、省エネルギーを図っています。また、節水型トイレ機器への更新
や流水音（擬音）発生装置の導入を行い、水使用量を削減しています。 
 ２０１３年度（平成２５年度）は、下記のトイレを改修整備しました。 

・（大谷）人文社会科学部Ａ棟 
・（大岩）特別支援学校中高・管理棟 
・（大岩）幼稚園園舎／園舎Ａ／園舎Ｂ 
・（駿府町）静岡小学校普通教室棟／特別教室棟／多目的教室棟 
・（布橋）浜松小学校 
 

（（９９））照照明明設設備備のの省省エエネネルルギギーー  

照明器具は、主に省エネルギー・高効率タイプのＬＥＤ照明
器具を採用し、省エネルギー・超寿命とともに経済性を重視し
た改善を行っています。 
廊下の照明は、スイッチによる間引き点灯及び人感センサー

により無人の場合は消灯を行い、省エネルギーを図っています。 
２０１３年度（平成２５年度）は、下記の整備をしました。 
・（大谷）人文社会科学部Ａ棟（改修延べ面積 4,410㎡） 
・（大谷）人文社会科学部Ｂ棟（改修延べ面積 2,107㎡） 
・（大谷）人文社会科学部Ｃ棟（改修延べ面積 1,234㎡） 
・（大谷）人文社会科学部講義棟（改修延べ面積 351㎡） 
・（大谷）農学総合棟Ⅰ期（新営延べ面積 6,364㎡） 
・（駿府町）静岡小学校普通教室棟（改修延べ面積 2,483㎡） 
・（駿府町）静岡小学校特別教室棟（改修延べ面積 2,321㎡） 

  ・（駿府町）静岡小学校多目的教室棟（改修延べ面積 1,269 ㎡） 
 

 

  

PANDORA SYSTEM画面 

人感センサーによるＬＥＤダウンライト 

廊下 ＬＥＤ照明 
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（（１１００））高高効効率率型型変変圧圧器器へへのの更更新新  

高圧変圧器（高圧トランス）は、６,６００ボルトの電圧を１００ボルト・２００ボルトに変換して、照明、空調
機などの電気使用負荷設備に電力を供給している装置ですが、照明や空調などの負荷設備の使用の有無にかかわらず
高圧変圧器は常時電源に接続されているため「無負荷損」という利用できないエネルギーを消費しています。 
この無負荷損として消費される電力は、製造年が古い変圧器ほど大きく、最新の高効率型変圧器では格段に小さく

なっていることから、静岡大学は３０年を経過した老朽化高圧変圧器を計画的に高効率型へ更新し、省エネルギーを
図っています。 
３０年を経過した高圧変圧器が残っている電気室は、７電気室となり、２０１１年度～２０１６年度（平成２３年

度～平成２８年度）に更新します。 
・・（（大大谷谷））人人文文学学部部ＢＢ棟棟電電気気室室（（２２００１１３３年年度度整整備備））  
・（大谷）教育学部Ｉ棟電気室（２０１１年度整備） 
・（城北）附属図書館分館（２０１４年度整備予定） 
・（城北）南会館（２０１６年度整備予定） 
・（城北）電子工学研究所（北）（２０１６年度整備予定） 
・（安東）国際交流会館（２０１５年度整備予定） 
・（藤枝フィールド）農場（２０１１年度整備） 
 

 

 

４４－－６６  環環境境にに関関すするる社社会会貢貢献献活活動動のの状状況況  

４４－－６６－－１１  環環境境にに関関すするる教教職職員員・・学学生生活活動動  

  

 静岡大学附属図書館静岡本館・浜松分館では、２０１０年７月

から閲覧室への「マイボトル」の持ち込みを許可し、ペットボト

ルや缶などの消費削減による環境負荷低減活動を継続して行って

います。 

 

 

 附属図書館静岡本館・浜松分館では、図書館利用学生モニター

と職員との協働で「緑のカーテン」による省エネルギー活動、節

電を行っています。２２００１１３３年年５５月月３３１１日日、、６６月月１１３３日日に「緑の

カーテン」の苗植えを行いました。 

静岡本館の５階西側ベランダ（ハーベストルーム）にはゴゴーーヤヤ、、朝朝顔顔、、パパッッシショョンンフフルルーーツツ、、ママンンデデビビララを、浜松

分館の１階ウッドデッキ部にはゴゴーーヤヤ、、朝朝顔顔、、パパッッシショョンンフフルルーーツツ、、フフウウセセンンカカズズララを静大生と図書館職員が育て、

静岡大学の省エネルギー活動に貢献しています。 

 順調に育ち、「緑のカーテン」はきれいな花を咲かせて、訪れる人の

目を楽しませてくれました。是非、来年も頑張りましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高効率高圧変圧器 
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４４－－６６－－２２  環環境境にに関関すするる学学生生活活動動  
 

１１））森森林林ボボラランンテティィアアササーーククルル「「ぐぐりりーーんんぐぐりりーーんん」」  
私たち「ぐりーんぐりーん」は毎週の活動として、静岡大学の竹林に入り

整備を行っています。「竹」は非常に繁殖力が高く放っておくと周りの竹林

ではない自然の生態系が乱れてしまうため、また放置竹林では地盤が緩んで

災害を引き起こす可能性もあるため、竹林の整備は非常に重要です。 

他にも積極的に地域の人たちとふれあえるイベントに参加し、いっしょに

竹細工を作ったりしています。写真は春に行われた「こどもまつり」に参加

させていただいたときのものです。竹細工を自分の手で作って楽しんでもら

い、少しでも竹について興味を持ってもらうことが狙いです。 

２０１３年（平成２５年）５月１６日に国国際際ソソロロププチチミミスストト静静岡岡からΣΣソソササエエテティィのの認認証証状状とと支支援援金金を頂きました。

ますます活動の場を広げていきたいと思っています。 

  

２２））環環境境ササーーククルル「「リリアアカカーー」」  

環境サークル「リアカー」は、静岡大学静岡キャンパスで活動するボランティア系

サークルの一つであり、静岡大学の公認文化系サークルとなっています。  

これまでの活動では、卒業時に不用となった家具・家電製品の新入生等へのリユースを促す「「リリササイイくくるる市市」」のの開開

催催、、海海岸岸清清掃掃、、古古紙紙回回収収ななどどを行うとともに、静岡大学祭全体の「ごみの量」を削減するため、他の模擬店に洗洗いい皿皿

のの貸貸しし出出ししを行っています。また、様々な環境イベントの計画などもしています。（（海海岸岸清清掃掃：：平平成成 2255 年年 77月月 1111 日日、、

大大谷谷海海岸岸において実施しました） 

リサイくる市とは卒業生の不要になった家具や電化製品を私たち「リアカー」

が無料で回収し、４月に新入生や留学生に格安販売することを目的として行わ

れるものです。みなさまが（数年程度の）古古いい家家具具をを長長くく大大切切にに利利用用すするるこことと

がが地地球球のの未未来来ににもも貢貢献献することになります。このリサイくる市は静岡大学大谷

キャンパス内で行われます。 

家具や電化製品をそのままの形で再利用することは正確にはリユースと呼び

ますが、よりなじみやすい単語であるリサイクルを用いて表現しています。リ

サイクルは原料や部品の単位で再利用することをさす単語です。  

電化製品に関してはあまりに古いものは消費エネルギーと新製品の製造と旧

製品の廃棄にかかるエネルギーの関係からリユースすることは望ましくない場

合もあります。しかし、物物をを大大切切ににすするるとといいうう気気持持ちちを持ってほしいという気

持ちのもとにリサイくる市を行っています。 

 

３３））「「棚棚田田研研究究会会」」  
静岡大学棚田研究会は、静岡県菊川市上倉沢の美しい棚田の景観を守るため、

「NPO 法人せんがまち棚田倶楽部」の方と連携して、棚田保全活動の支援を行う

ために２００９年（平成２１年）に設立しました。現役学生３４名、ＯＢ１２名

の総勢４６名が静岡大学棚田研究会に所属し、現在も活発に活動を行っています。

この活動は農林水産省が主催する「食と地域の『 絆 』づくり」の平成２３年度

選定事例に選ばれ、棚田研究会の活動をさらに後押しする契機となり、静岡大学

の名を広く全国に発信することとなりました。 

また、２０１２年（平成２４年）１月１０日（木）～３１日

（木）に大学内附属図書館においてギャラリー企画展 

「「残残ししたたいい風風景景ががああるる  

  －－倉倉沢沢のの棚棚田田せせんんががままちち－－」」  

を開催しました。これは棚田研究会の活動内容を紹介 

するもので、１月２４日（木）には関連したトーク 

イベントを行い、盛況でした。ますますの活躍に期待 

が膨らみます。 

リリササイイくくるる市市のの風風景景  
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４４－－６６－－３３  環環境境にに関関すするるボボラランンテティィアア活活動動  
 

１１））静静岡岡大大学学のの  環環境境をを考考ええるる会会  
 教職員ボランティア組織「静岡大学の環境を考える会」による省省エエネネルルギギーー啓啓蒙蒙活活動動が行われ、静岡大学の環境配
慮活動の一つとして定着しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２））静静大大美美化化ボボラランンテティィアアのの会会  
 教職員ボランティア組織「静大美化ボランティアの会」による構構内内美美化化活活動動が行われています。創造科学技術大学
院の三重野教授を中心に、２２００１１３３年年（（平平成成２２５５年年））１１２２月月２２８８日日～～３３００日日に以下の内容の構内美化を行いました。 
 ・・大大学学西西側側歩歩道道部部分分ゴゴミミ、、枯枯葉葉清清掃掃    ・・共共通通教教育育ＢＢ棟棟北北側側雑雑草草除除去去    ・・駐駐輪輪場場ゴゴミミ、、枯枯葉葉清清掃掃  

 

 

 

 

 

 

４４－－６６－－４４  静静岡岡大大学学生生協協のの環環境境にに関関すするる取取りり組組みみ  
（１）レジ袋削減の取り組み 

 レジ袋の有料化は２００８年１０月からスタートし、２０１３年１０月で５年を迎えます。開始当初とくら
べ利用者のマイバックや包装袋なしでの利用意識が一般化されてきました。２０１３年以降もレジ袋の有料化
の取り組みを継続し、引き続きショップ内での「マイバッグ」利用の呼びかけなど、環境意識の普及・啓蒙に
努めます。 

 

（２）ゴミ資源化、減量化の取り組み 
①継続的な取り組みとして、自販機設置場所を中心にゴミの分別回収スポットを静大生協で整備し、カン、紙
コップ、ペットボトルなどを分別回収し、その全量を再資源化しています。 

②食堂ではカット野菜、無洗米などの利用を通じて、調理過程で生じる食材廃棄の減量化や水使用量の削減・
排水の富栄養化対策を進めています。 

③ショップでは毎月１７日を「トナー（１７）の日」と定め研究室等にある使用済みトナーやインクカートリ
ッジを回収してリサイクルを行っています。 

④２０１０年度（平成２２年度）にリニューアルした静岡キャンパス大学会館に静岡大学初のマイカップ対応
のカップ飲料自動販売機を設置しました。今後も衛生管理面に留意しながらマイカップ対応自動販売機への
移行をすすめていきます。 

⑤静岡キャンパスの第一食堂・第二食堂・第三食堂では２０１１年４月より割り箸の提供を廃止しました。 

 

（３）グリーン購入適用商品の普及 

 コープ文具を中心としたエコマーク商品やグリーンマーク商品の販売促進を行っています。 

 

（４）環境に配慮した設備の整備 

①昨年より静岡キャンパスの自動販売機を省エネルギータイプへ変更整備を進めてきました。２０１２年５月

には対応タイプが出ているすべての機種を省エネルギータイプにかえその結果、変変更更前前よよりり年年間間消消費費電電力力量量

でで１１５５，，８８１１２２KKWWｈｈをを削削減減することができました。 
 
②２０１０年４月にオープンした静岡キャンパスのフードショップ「銀杏」(いちょう)で採用した低環境負荷

のノンフロンタイプ冷蔵ケースは全国の大学では初めて導入されたシステムです。こういった静岡大学の環

境や省エネルギーに配慮した活動を、静大生や学外からお越しいただく方々に広く知っていただく一環とし

て店内に、このシステムの案内パネルを設置しています。 
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５５．．教教育育・・研研究究等等にに係係るる環環境境配配慮慮のの情情報報  

５５－－１１  環環境境負負荷荷低低減減にに資資すするる取取りり組組みみ  

５５－－１１－－１１  安安全全衛衛生生教教育育  

 静岡大学は、国立大学法人静岡大学教職員労働安全衛生管理規定に基づき、４月と１０月の年２回に静岡キャンパ

スと浜松キャンパスにおいて、新規採用教職員を中心に安全衛生教育を実施しています。 

２０１３年度（平成２５年度）の新規受講者は、計計９９７７人人でした。 

 【４月：４０人（静岡）、１７人（浜松） １０月：１９人（静岡）、２１（浜松）】 
 
 安全衛生教育は、教職員の安全衛生管理に関する意識向上を図るため、安全衛生管理体制、労働安全衛生活動、Ａ

ＥＤや局所排気装置・有機溶剤・特定化学物質の取扱い、労働災害などについて講義と実習が行われ、受講した教職

員の労働安全衛生に関する意識啓発が大いに期待できる研修となりました。２０１２年度（平成２４年度）からは省

エネルギー説明会も合わせて実施しています。 
 
また、過去の事故例を本学ホームページに公表し、職務環境・実験環境改善に努めるとともに「ヒアリハット」情

報を学生も含めて情報収集し、安全環境の改善に努めています。 

５５－－１１－－２２  環環境境にに関関すするる教教育育活活動動  

 静岡大学では、２０１３年度の環境に関する教育として、全全学学教教育育科科目目でで３３２２講講義義、、専専門門科科目目でで２２５５６６講講義義、、計計２２

８８８８講講義義を実施しています。環境に関する教育を通じて、環境負荷低減意識の啓発、環境に関する人材育成に努めて

います。 

５５－－２２  環環境境にに関関すするる研研究究活活動動  

５５－－２２－－１１  環環境境にに関関すするる研研究究活活動動  

亜亜臨臨界界水水にによよるる農農業業廃廃棄棄物物かかららのの粉粉末末燃燃料料製製造造技技術術【【工工学学部部  佐佐古古猛猛、、岡岡島島いいづづみみ】】  

施設園芸による農作物栽培では、栽培環境を制御し

野菜育成を行うことから、安定的な野菜供給が可能で

あり、野菜類の価格安定を図る上で重要な役割を担っ

ている。ビニールハウスでは暖房用にボイラーを使用

することから、ハウスから排出される農業廃棄物等を

原料として粉末燃料を作成し、ハウス暖房の燃料とし

て再利用する技術開発を行っている。 

 

５５－－２２－－２２  そそのの他他のの環環境境にに関関すするる研研究究活活動動  

１１．．静静岡岡大大学学ののススママーートトキキャャンンパパスス化化にに向向けけてて  【【情情報報学学研研究究科科  峰峰野野博博史史】】  

２２．．佐佐鳴鳴湖湖のの水水質質にに関関すするる研研究究・・活活動動  【【工工学学部部  戸戸田田三三津津夫夫】】  

・静岡大学アメニティ佐鳴湖プロジェクト      ・静岡大学アメニティ佐鳴湖プロジェクト ～研究の紹介～ 

・２０１３～２０１４年度の活動          ・ヤマトジジミ再生事業 

・市民参加の佐鳴湖水質調査活動への協力（委託をうけてリーダーとして参加） 

・佐鳴湖清流ルネッサンス II地域協議会委員（委託をうけて委員として参加） 

・学際科目「ヒューマン•エコロジー」、および「新•佐鳴湖から考える」 

３３．．南南アアルルププスス・・富富士士山山ににおおけけるる自自然然景景観観、、動動植植物物のの調調査査研研究究・・活活動動  【【理理学学部部  増増沢沢武武弘弘】】  

   

農業廃棄物 粉末燃料 

水熱粉末燃料化装置 

（作物残渣、剪定枝）（農業廃プラ） 
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５５－－３３  生生物物多多様様性性にに関関すするる研研究究活活動動  

５５－－３３－－１１  生生物物多多様様性性にに関関すするる研研究究活活動動  

静静岡岡キキャャンンパパスス生生物物調調査査－－生生物物基基本本台台帳帳のの作作成成ととそそのの成成果果概概要要【【ｷｷｬｬﾝﾝﾊﾊﾟ゚ｽｽﾐﾐｭｭｰーｼｼﾞ゙ｱｱﾑﾑ運運営営委委員員会会委委員員長長  和和田田秀秀樹樹】】 
 

 平成２１年度から３年計画で始めた静岡キャンパス生物調査は、平成２３年６月で終了した。その後、２３年度
中に、調査を進めてきた学内の調査員と、御協力いただいたＮＰＯ静岡県自然史博物館ネットワークの皆様方によ
り、採集された標本の整理と保存作業が進められ、その成果は平成２３年１１月１４日〜２５日までキャンパスミ
ュージアムの企画展において公開した。更に、この成果をまとめた、『キャンパスの生き物-静岡キャンパス生物調
査報告書—』とした１１７ぺーからなる図録と解説書を作成し、それらの一部の写真などをキャンパスミュージアム
ウェッブサイト（http://www.shizuoka.ac.jp/c_museum/news/investigation.html）に公開をしている。 
 近年、その原因は未だ特定するにはためらいがあるものの、地球温暖化傾向は､平均的雨量の多さや局地的な集中
豪雨などの原因と目され、蝶類などの南方化傾向など身近にも感ずることができる情報が飛び交っている。また、地
方都市における住宅地の開発や山間地の人口減など、人為的な変動も加わり、従来からの野生動物と人間の接点距離
が縮まり、イノシシやサルの人への被害や鹿などによる野生動物の食害など、我々の住む人間環境とほかの全ての生
物が住む環境を如何に調和した形で保全すべきか課題は山積みの状況にある。人がペットなどとして人為的に飼育し
ていた多くの動物の放置や帰化植物の野生化により､本来なかった外来の生き物の生息変化が、既に元への復帰が不
可能となっている現実が報告されるに及び、既に遅きに失すると思いながらも、生き物の実態を精査する必要が急務
となっている事はこの調査の原点である。 
 近年、公開講座やオープンキャンパスなどを通し、大学は、学生を社会へ送り出すばかりでなく、地域に住む人々
とかなり近づき、大学の活動を広報し、一体何を学び､何を研究しているところかを公開してきた。今回､小学生やそ
れ以下の子供たちまで参加した身近でわかりやすい生物調査の過程は、参加した方々は言うに及ばず、生き物調査の
おもしろみとその大変さも実感できたと思います。 
 今後も、地域の人たちに様々な研究活動を知っていただき、特に学生予備軍である中学・高校生に対しても開かれ
た学府として、また、市民と一体になって調査した結果を共通の財産として、今後の調査の必要性や、この結果を基
に新たなキャンパスデザインを計画するするときに必要な、データーベースとしても役立つ事を望んでいます。 
 この調査終えて、静岡キャンパスが動植物に富み、特に夜間行動する動物相が豊かであることに驚かされた。今後、
静岡キャンパスを擁する有度山をどのように保全するのか、その自然をどのように活用するのか、大学の英知を集め
て、より良い方策を探っていきたい。もちろん、それは隣接する民有地や県立自然公園との調和も考慮したものでな
ければならない。 
大学の南東側に隣接する静岡県立南高等学校は、平成２５年度から統合・廃校となり、跡地は県立自然史博物館の

機能を持つ組織が発足する。本調査に全面的に協力頂いたＮＰＯ静岡県自然史博物館ネットワークは、その中核を担
う組織である。今回の調査は、まだ人手が足らずに不十分な調査分野もあることは承知の上であったが、地域連携協
同の良き手本として、この協力体制を一層発展させ、ＮＰＯと共に、新しい博物館の組織との共同歩調の第一歩にし
なければならない。 

※※県県立立自自然然史史博博物物館館はは平平成成 2277年年度度にに「「ふふじじののくくにに地地球球環環境境史史ミミュューージジアアムム」」ととししてて開開設設予予定定でであありり、、準準備備をを進進めめ  

てていいまますす。。  hhttttpp::////wwwwww..ssppmmnnhh..jjpp//  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５－－３３－－２２  そそのの他他のの生生物物多多様様性性にに関関すするる研研究究活活動動  

１１．．外外来来生生物物ミミシシシシッッピピアアカカミミミミガガメメのの現現状状調調査査【【教教育育学学部部  加加藤藤英英明明】】  

２２．．樹樹木木フフェェノノロロジジーーとと地地球球温温暖暖化化【【農農学学部部フフィィーールルドドセセンンタターー・・森森林林学学研研究究室室  藤藤本本征征司司】】  

http://www.shizuoka.ac.jp/c_museum/news/investigation.html
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６６．．そそ  のの  他他  

６６－－１１  環環境境ココミミュュニニケケーーシショョンン  

６６－－１１－－１１  静静岡岡キキャャンンパパスス「「どどんんぐぐりり拾拾いい」」  

静岡キャンパスの豊富な自然環境を課外

授業の場として地域に開放し、幼稚園児・

小学生が訪れて「どんぐり拾い」などを楽

しんでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６－－１１－－２２  武武道道系系運運動動部部員員にによよるる防防犯犯パパトトロローールル  

地域環境や地球環境の改善・保全と持続可能な社会の形成に向

けた基礎的な知識を広く習得することを目的とし、環境問題全般

について「環境社会検定試験（エコ検定）」の公式テキストを中

心に、テーマごとに進めていきます。 

学習ファシリテーターとして静静岡岡大大学学人人文文社社会会科科学学部部経経済済学学科科

環環境境政政策策研研究究室室（（水水谷谷洋洋一一准准教教授授））のの学学生生がが進進行行役役となり講座を

進めています。２０１３年度（平成２５年度）は９９月月１１１１日日かからら

１１１１月月２２００日日ままでででで計計８８回回のの講講座座が沼津市役所で開かれました。 

 

 

 

６６－－１１－－３３  ササイイエエンンススカカフフェェ  iinn  静静岡岡・・ははままままつつ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１３年度（平成２５年度）の課外授業一覧 
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６６－－２２  環環境境報報告告書書２２００１１４４のの外外部部評評価価  

環環境境報報告告書書２２００１１４４のの外外部部評評価価  

静静岡岡県県立立大大学学  食食品品栄栄養養科科学学部部  環環境境生生命命科科学学科科  

教教授授  坂坂田田  昌昌弘弘  

 

静岡大学の「環境報告書２０１４」の外部評価を実施しましたので、以下に評価結果を述べさせていただき

ます。 

静岡大学では、平成 22 年度より「グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015」を策定し、計画的に

温室効果ガスの排出削減に取り組んできました。また、学生と教職員の協働による緑のカーテンづくりや、生

協でのレジ袋有料化などの様々な環境意識の普及・啓蒙活動に努めてきました。それらの内容と成果について

は、本環境報告書に具体的に記載されています。このたび、静岡大学が「平成 25 年度 静岡県地域温暖化防

止活動知事褒賞」を受賞したことは、大学全体で環境保全に取り組んだ活動が評価されたことはもちろんです

が、本環境報告書が果たした役割も大変大きいものと評価いたします。同受賞に対しまして、心よりお祝い申

し上げます。一方、環境研究の面では、2013 年 4 月にその中心的な役割を担う「グリーン科学技術研究所」が

設立されました。同研究所は、今世紀の重要課題である「グリーンバイオマスによる低炭素循環社会創成」、

「高齢化・高福祉安全・安心社会創成」、「高度科学技術と人間共存社会の創成」の 3 つを目標としています。

今後とも静岡大学が、独自の環境保全・研究活動を推進することを期待いたします。 

ところで、私は本環境報告書の外部評価者として、これまでにアンケート調査等により読者からの幅広い意

見を取り入れ、事業活動の改善に役立てていただきたいことを申してきました。本年度の報告書では、表紙に

採用した静岡キャンパスの生物をシルエットにしておき、読者にその生物名を当てさせ（答えは報告書の中に

ある）、アンケートを兼ねた応募用紙を送付した正解者には大学のノベルティグッズを進呈するアイデアが採

用されています。アンケートにこのようなインセンティブを設けることにより、回収率を上げようとする意欲

は高く評価できます。また、クイズ形式を取り入れることにより、報告書が読者にとって堅苦しいものではな

く、馴染みやすいものとなり、結果的には静岡大学の環境に配慮した事業活動について理解を広げることに繋

がると思います。 

本環境報告書には、2013年度の総エネルギー使用量は前年度比 2.3%の増加、温室効果ガス排出量についても、

前年度比 1.9%の増加であったことが示されています。この原因として、2013年度は夏季の気温が特に高かった

ことを挙げています。地球温暖化の進行による今後の気候変動を考えますと、そのような気温上昇が常態化す

ることが予想されます。このことからも、静岡大学として、電力等のエネルギー消費量の削減に対する抜本的

な対策を検討していく必要があることは言うまでもありません。 
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